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「ナマケモノ」藤原直美
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「新カプカプ川和」鶴⾒佑太
「新カプカプ川和中⾒」

「⼤雪のときはしんごうのところまで
雪かきをしなきゃいけないよ。」
「といれのかぎしたについてるよー」
「トイレのかぎしたについてるよー」
「げんかんのかぎしたにあるよー」

「サクラ、バラ、パンジーがうえてあるよー」
「まどあけてカレーをつくったら
外までカレーのにおいするよー」

「めのまえのどうろ」
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カプカプひかりが丘新職員紹介！

昨年5⽉にひかりが丘の職員として採⽤されました千葉薫です。
実は私、カプカプとはもうかれこれ20年近いお付き合い。ひ
かりが丘だけでなく、⽵⼭や川和でも⻑い間バイトスタッフ
として関わらせてもらっていました。その後⽣活の場を海外
（タイ）に移したことで中々顔を出せない時期もあったので
すが、いつの間にやらしれっと⽇本に、そしてカプカプに戻
り、現在に⾄ります。職員としてはまだまだ未熟ではありま
すが、カプカプを盛り上げるスタッフの⼀員として、より⼀層努⼒してま
いります。今後ともよろしくお願いいたします。また余談にはなりますが、
「やまなし」の作者・宮沢賢治と同じ8⽉27⽇⽣まれの私、カプカプとは

不思議な縁を感じている次第です。
（写真右上）2020年11月13日開催「ひかりニャン
チュウフェスタ」にて。ネズミ年の年女・年男たち
がひかりが丘のみなさんを元気づける秋の祝祭でし
た。（写真左）人気メニュー「コロナ不安を和らげ
る自家製ハーブティ」としてお出ししているハーブ
の苗の買い付けに、七沢森の家に。カプカプ運営委
員の原田さん、調理ボラの津谷さん、洋裁教室の大
野さんと一緒に週末一日デートでした。

ひかりが丘店  (since 1998) 2020 4. - 2021. 3. www.facebook.com/kapuhikari/ 

コロナ禍一年目を、振り返る
 とにかく、みんなの、⼤事な居場所であり、はたらく場所である、
カプカプを、閉めずに、開け続けること。そして、常連さんの⼤事
な居場所であり、集う場所である、カプカプのお店を、閉めずに、
営業し続けること。そのために、やったこと。どれだけ効果がある
かはわからないけれど、感染リスクを、少しでも下げられるように
思えることで、できることは、基本的になんでもやれる⽅法を考えてみようと思った。もちろん、
「リスクゼロ」なんてありえない。例え、カプカプや、カプカプのお店を閉じたとしても、当然、
カプカプ以外での⽣活もあるのだから、やはりリスクはゼロになんかならない。結局、いつ、だ
れが、どこで感染するかわからないけれど、できる限りのことはやる。そうして、少しでも、
「安⼼」して、カプカプに来てもらって、他のどこにも⾏けなくても、カプカプには、ある程度
安⼼して、来られるように、したい。メンバーも、スタッフも、常連さんも、みんな、丸ごと、
カプカプで、守る。⼤きく⾔うと、それくらいの気持ちだった。
 感染予防対策としては、まずメンバーもスタッフも全員⾞両送迎＆⾞通勤の体制づくりを模索
した。これは2020年の4⽉以来、今もずっと調整を続けながら続⾏している。いつもの送迎体制
じゃ全く⾜りないから、⾊々な⼈に協⼒してもらったり知恵を貸してもらったりしながら、何と
か今のところ⼯⾯できている。感染予防対策のもうひとつの⼤きな柱。徹底したアルコール消毒。
コロナ禍がはじまってすぐの頃は、とにかく⼊⼿が困難で消毒液の確保が⼤変だった！ ネッ
トショップを監視し続けて、出た瞬間に注⽂する、というのが週末のひとつの⼤仕事になった。
コロナ禍以前からカプカプで愛⽤している、ドーバー酒造というお酒屋さんがつくっている⾼濃
度アルコール消毒液「パストリーゼ」は、無添加で⼿も荒れないし⾷品噴霧可能な信頼できる



川和店  (since 1998) 2020 4. - 2021. 3.  https://twitter.com/kapukawawa 

 旧川和とは、2021年1⽉30⽇で涙、
涙のお別れとなりました。1⽉23⽇
∼30⽇の１週間でパフォーマンスを
したり、建物に個⼈個⼈の思い出の
装飾をしました。装飾後のカプカプ
内はとても明るく、「カプカプ川
和」を象徴するような仕上がりに
なったと思います。解体は、あっと
いう間に進んでしまいましたが、
「移転」というなかなかできない体
験ができました。

 新川和では、新しいオーブンが⼊ったり本格始動に向けて
の準備に追われています。トイレの「おむつ替え台」や「菜
の花畑が⾒える客席」などが設けられ、旧川和で実現できな
かった事を可能にできると考えています。これから、地域の
⽅や常連さんにたくさん来ていただけるお店にしたいと思っ
ています。
 今、頭に思い描く構想はたくさんありますが、「地域とカプカプが繋が
る場所」「地域の⼈が集える場所」がメインテーマかなと思います。移転
後は、旧川和の時よりも、道を歩く⼈や地域の⼈との距離が近くなったよ
うに感じています。その特性を⽣かした場所作りをしていきます。それか
ら、「メンバーとお客様が名前で呼び合えるお店（場所）」にもしていき
たいです。⼈との距離が近いのも川和の良さなので、その良さを前⾯に⽣

かしていきたいと思います。
メンバーと協⼒しながら新川
和を盛り上げて⾏きたいと思
います。乞う、ご期待！
（幸⽥）

「旧川和」との涙のお別れ、そして、「新川和」でやりたい事！

旧川和の壁に描かれたアマビエ→
お別れの日に全員集合！

←新川和建物全景。1階部分が
カプカプ川和。２階はアパート
になっている。


	ページ 1
	ページ 2

